
東
金
文
化
会
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

【
第
２
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
関
係

規
定
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、「
東

金
文
化
会
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
制
定
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
消
防
団
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

【
第
３
号
議
案
】

消
防
団
員
の
報
酬
及

び
出
動
手
当
を
県
内
の

平
均
と
ほ
ぼ
同
等
に
引

き
上
げ
、
待
遇
を
改
善

す
る
こ
と
で
団
員
の
意

欲
向
上
等
を
図
る
た
め
、

「
東
金
市
消
防
団
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

専
決
処
分
し
た
事
件

の
承
認
に
つ
い
て
・

（1）平成25年 2月 1日 議　会　だ　よ　り 第 154号

平成 24 年第 4回
東金市議会定例会

東
金
市
消
防
団
条
例
を
一
部
改
正
す

る
条
例
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

15
議
案
を
可
決
・
承
認

平
成
24
年
第
４
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12

月
14
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
15
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
23
年
度
各
会
計
決
算
認

定
等
11
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
陳
情
１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
代
表
質
問
を
１
名
、
関
連
質
問
を
１
名
、
個

人
質
問
を
12
名
が
一
問
一
答
方
式
で
行
い
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

議会を傍聴しましょう 【傍聴席は６０席です】
次の定例会は、2月 8日（金）10時から開会される予定です。（受付は 8時 30分から）また、請願・陳情の提出期限は、2月 1日（金）午後5時までです。詳
しくは議会事務局まで　　電話０４７５－５０－１１８１

平
成
24
年
度
東
金
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

【
第
１
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１
７

４
億
１，

５
８
６
万
４

千
円
に
、
12
月
16
日
に

実
施
さ
れ
る
衆
議
院
議

員
の
総
選
挙
等
の
執
行

に
必
要
な
人
件
費
等
と

し
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２，

２
９
８
万
８

千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
１
７
４
億
３，

８
８
５
万
２
千
円
と
す

る
補
正
を
専
決
処
分
に

よ
り
行
っ
た
の
で
、
議

会
の
承
認
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
承
認
・
賛
成
多
数
）

市議会 

改
正
す
る
条
例

補

正

予

算
消防団員への手当等を増額するために条例を改正



約
の
制
定
に
関
す
る

協
議
【
第
５
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
山
武
郡
市

予
防
接
種
健
康
被
害
調

査
委
員
会
共
同
設
置
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る

規
約
」
の
制
定
に
関
し
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
と
大
網
白
里

町
と
の
間
に
お
け
る

教
育
事
務
の
委
託
に

関
す
る
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
に
関
す
る
協
議

【
第
６
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
東
金
市
と

大
網
白
里
町
と
の
間
に

お
け
る
教
育
事
務
の
委

託
に
関
す
る
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
」

の
制
定
に
関
し
、
大
網

白
里
町
と
協
議
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

千
葉
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約

の
制
定
に
関
す
る
協

議

【
第
７
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
千
葉
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
改
正
す
る

規
約
」
の
制
定
に
関
し
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
規
約
の
変
更

に
関
す
る
協
議

【
第
８
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
東
金
市
外

三
市
町
清
掃
組
合
規
約
」

の
変
更
に
関
し
、
関
係

地
方
公
共
団
体
と
協
議

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

山
武
郡
市
広
域
行
政

組
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議

【
第
９
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

及
び
障
害
者
自
立
支
援

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

関
係
規
定
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
、

「
山
武
郡
市
広
域
行
政
組

合
規
約
」
の
変
更
に
関

し
、
関
係
地
方
公
共
団

体
と
協
議
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

九
十
九
里
地
域
水
道

企
業
団
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
に
関
す
る
協
議

【
第
10
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
九
十
九
里

地
域
水
道
企
業
団
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規

約
」
の
制
定
に
関
し
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

山
武
郡
市
広
域
水
道

企
業
団
規
約
の
一
部

を
改
正
す
る
規
約
の

制
定
に
関
す
る
協
議

【
第
11
号
議
案
】

平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
大
網
白
里
町
が
大

網
白
里
市
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
関
係
規
定
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、「
山
武
郡
市

広
域
水
道
企
業
団
規
約

の
一
部
を
改
正
す
る
規

約
」
の
制
定
に
関
し
、

関
係
地
方
公
共
団
体
と

協
議
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

生
活
保
護
基
準
引
き

下
げ
は
し
な
い
こ
と

な
ど
を
国
へ
意
見
書

提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

【
陳
情
第
29
号
】

陳
情
者
　
千
葉
市
中

央
区
長
洲
１
―
10
―
８

社
会
保
障
推
進
千
葉
県

協
議
会

会
長
　
須
木
時
夫

（
不
採
択
）

第 154 号 議　会　だ　よ　り 平成25年 2月1日　（2）

※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会

では、虚礼廃止を徹底すべく申し合わせています。

平
成
24
年
度
東
金
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

【
第
12
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１
７

４
億
３，

８
８
５
万
２

千
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３，

１
３
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
１
７
４
億
７，

０

１
５
万
２
千
円
と
し
よ

う
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。
主
な
内
容

は
、
生
活
保
護
扶
助
事

務
の
８
千
２
百
34
万
円

の
増
額
や
東
金
市
緑
花

木
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な

産
業
交
流
拠
点
施
設
と

す
る
た
め
の
委
託
料
と

し
て
１
千
９
百
67
万
７

千
円
を
増
額
す
る
も
の

な
ど
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市

後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

【
第
13
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
４
億

３，

６
０
０
万
円
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３

１
７
万
８
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
４

億
３，

２
８
２
万
２
千

円
と
し
よ
う
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の

そ

の

他

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）【
第
14
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
34
億

４，

３
３
９
万
３
千
円

に
増
減
を
加
え
ず
、
款

項
の
区
分
に
お
い
て
補

正
し
よ
う
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
24
年
度
東
金
市

下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
【
第
15
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
に
増

減
を
加
え
ず
、
産
業
廃

棄
物
運
搬
処
分
業
務
委

託
に
係
る
債
務
負
担
行

為
を
追
加
し
よ
う
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

工
事
の
委
託
契
約
の

変
更
【
第
４
号
議
案
】

東
金
市
公
共
下
水
道

東
金
市
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
改
築
更
新
工
事
に
係

る
委
託
契
約
を
変
更
し
、

日
本
下
水
道
事
業
団
と

契
約
し
た
５
億
円
の
工

事
の
委
託
契
約
を
１
億

４
千
８
百
90
万
円
減
額

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
。

（
原
案
可
決
・
全
員
賛
成
）

山
武
郡
市
予
防
接
種

健
康
被
害
調
査
委
員

会
共
同
設
置
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規

陳

情

◇各常任委員会での主な質疑の概要

◇第3号議案　東金市消防団条例の一部を改正する条例の制定について
問 消防団員報酬を県内市平均に近づけるための改正とのことだが、平
均を上回ったのは団長以下、分団長までのようである。今後の見直し
の予定は。
答 消防団員報酬において、交付税の算定に使われる基準があるが、当
市の場合、班長以下は、まだこの基準との差がある。今回の改正は、
十数年来行なわれていなかったことによる改正であるが、今後は 5年
程度を目途に見直しを行い、特に分団長以下の班長・団員の報酬を見
直していきたい。

◇第12号議案　平成24年度東金市一般会計補正予算（第5号）について
問 農業振興費の産業交流拠点施設設置事業の委託料について、地質調
査業務と用地測量業務が計上されているが、緑花木センターを整備し
た当時、既に実施済みなのではないか。その資料を活用すれば良いと
思うが如何か。
答 地質調査については、今回新築を予定している部分において液状化
等も含めた調査を行なうものである。また用地測量は、今後の計画の
中で、駐車場等は農地転用が必要なことから、全体の測量をして筆の
確定をするためである。

〈
総
務
常
任
委
員
会
〉

◇第 13 号議案　平成 24 年度東金市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）について
問 総務費の減額理由は、職員１名の減によるとの事だが、１名減によ
る事務への影響は。
答 人事異動により１名減となったが、平成23年度に産休及び育児休暇
を取得していた職員１名が復帰しており、実質の人数は元に戻ってい
て、事務に支障は出ていない。
問 後期高齢者医療広域連合納付金の 130万 5千円が増額された要因と
その原資は。
答 東金市から広域連合への最終納付が3月末のため、4月・5月に納付
された普通徴収分の保険料については、広域連合ではこれを過年度分
として処理している。原資は、この 4月・ 5月に納付された保険料で

あり、例年、次年度に精算分として繰り越し、広域連合に納付する。
◇第 14号議案　平成 24年度東金市介護保険事業特別会計補正予算（第
2号）について
問 高額介護について、東金市として、自己負担が発生しないように、
後からお金を借りて高額サービスにそのまま充当できるような高額サ
ービス費の貸付制度はあるか。
答 介護における高額のサービス給付については、申請は初回１回のみ。
それ以後でも自動的に計算給付していく。介護の給付については、給
付そのものに限度額があるため、高額な自己負担が生ずるという事は
ないと考えられる。そういう観点から、高額サービスにかかる貸付制
度は市では特に考えてはいない。

〈
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
〉

◇第４号議案　工事の委託契約の変更について
問 今回の脱水機の改築更新工事を平成23年、24年の継続費で行う必要
性はどこにあったのか。
答 本工事については、この下水処理場の施設が昭和60年から供用を開
始し、25年近くたった平成17年に沈砂池ポンプ棟の機械などに大幅な
故障等も発生し、平成17年、18年で点検したところ、今後も修理の必
要な機器が非常に多いということで、改築更新計画を立て、国の補助
金をいただきながら機器の修理を行い、今後発生する大幅な修理費を
削減する目的で実施している。その中の一環で、平成23年、24年は汚
泥脱水機の機械の更新工事を実施した。

◇第8号議案　東金市外三市町清掃組合規約の変更に関する協議について
問 構成団体の市制施行に伴う規約変更と理解しているが、本規約変更

以外に負担金等が変わることがあるのか。
答 組合負担金は市と町で算定方法に差違は無いので、組合負担金は変
わらない。その他の変更点は、今のところ聞いていない。

◇第 15号議案　平成 24年度東金市下水道事業特別会計補正予算（第 2
号）について
問 現状の委託先の状況は。
答 現状は、埼玉県にあるセメントを生成する業者に処分を委託してお
り、それに伴う運搬会社と処分場という形で、2社と契約している。
問 5,670万円の債務負担計上額について、この金額の合理性、妥当性は。
答 この汚泥の運搬処分については、見積り合わせ及び当市での過去の
実績や県内の他の団体の委託契約状況も調査して予算を決定している。

〈
建
設
経
済
常
任
委
員
会
〉

新たな緑花木センター整備に向け用地測量等の
委託料を補正予算化
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市役所１階ロビーで本会議をご覧いただけます。
現在、議会中継放映の試行として、市役所庁舎内に限って議場の中継放映を行っています。
市役所１階のロビーに設置されたテレビで、本会議の様子をご覧いただくことができます。

問
　
９
月
24
日
の
議

員
全
員
協
議
会
で
、
病

院
建
設
工
事
の
入
札
の

一
回
目
の
不
調
に
よ

り
、
７
億
２
千
万
円
の

設
計
変
更
を
行
な
っ
た

結
果
、
事
業
費
に
不
足

金
額
が
発
生
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
以
前

の
議
会
答
弁
で
は
、

「
病
院
建
設
は
、
県
か

ら
85
億
６
千
万
円
の
補

助
金
が
あ
る
の
で
問
題

な
い
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
不
足
金

額
と
内
容
を
伺
う
。

答

開
院
１
年
前
の
準

備
に
あ
た
り
、
地
方
独

立
行
政
法
人
で
は
、
現

行
の
事
業
費
の
見
直
し

を
行
な
っ
て
い
る
。
人

問
　
東
千
葉
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
は
、
医
師
や
看
護
師

以
外
に
も
医
療
事
務

等
々
、
数
多
く
の
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
必
要
に
な

る
と
思
う
が
、
そ
の
職

件
費
で
は
、
当
初
計
画

に
な
か
っ
た
臨
床
教
育

セ
ン
タ
ー
に
関
連
す
る

費
用
や
看
護
師
等
の
前

倒
し
採
用
に
よ
り
１
億

２
千
万
円
が
増
加
し
、

建
設
工
事
費
で
は
、
入

札
時
に
医
療
機
器
や
リ

ー
ス
に
振
分
け
た
も
の

を
工
事
に
復
活
さ
せ
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億

５
千
万
円
、
３
千
２
百

80
万
円
が
増
加
す
る
。

ま
た
医
療
機
器
で
は
、

調
達
に
お
け
る
精
査
の

結
果
５
億
７
千
万
円
、

寄
附
講
座
に
係
る
寄
付

金
１
億
円
等
、
総
額
約

９
億
円
の
事
業
費
が
増

加
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

種
と
人
数
は
。
ま
た
そ

の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
開

院
ま
で
の
研
修
は
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
る
の
か
。
な
お
開

院
ま
で
の
間
も
医
療
ス

タ
ッ
フ
へ
の
給
料
は
発

生
す
る
と
思
う
が
、
そ

の
額
は
ど
の
程
度
な
の

か
。

答

医
師
・
看
護
師
以

外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
、
薬
剤
師
、
放
射
線

技
師
、
臨
床
検
査
技
師

な
ど
で
あ
る
が
、
事
業

計
画
で
は
開
院
初
年
度

56
名
の
採
用
を
予
定
し

て
い
る
。
研
修
に
つ
い

て
は
、
医
師
看
護
師

共
々
、
電
子
カ
ル
テ
等

の
Ｉ
Ｔ
研
修
や
医
療
機

器
の
操
作
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
あ
る
が
、
機
器
類

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
合

わ
せ
必
要
な
研
修
を
計

画
的
に
行
な
っ
て
い

く
。
ス
タ
ッ
フ
の
人
件

費
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
は
17
名
分
の
人
件

費
（
約
１
億
１
千
万
円
）

が
発
生
し
、
ま
た
26
年

１
月
の
段
階
で
は
、
更

に
29
名
の
人
件
費
（
約

３
千
３
百
万
円
）
が
発

生
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
今
回
の
病
院
事

業
費
の
見
直
し
で
、
９

億
円
も
の
事
業
費
が
増

加
す
る
が
、
設
立
団
体

で
あ
る
東
金
市
と
九
十

九
里
町
の
財
政
は
、
非

常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
特
に
経
常
収
支
比

率
が
90
％
を
超
え
る
自

治
体
が
、
こ
れ
だ
け
の

大
規
模
な
病
院
を
担
う

こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
。
そ
こ
で
地
方
独
立

行
政
法
人
の
定
款
を
変

更
し
て
千
葉
県
も
設
立

団
体
と
し
て
加
わ
る
べ

き
と
思
う
が
如
何
か
。

答

千
葉
県
の
加
盟
に

つ
い
て
は
、
以
前
に
口

頭
で
申
し
入
れ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
そ
の
段
階

で
県
と
し
て
は
、
独
立

行
政
法
人
へ
の
加
盟
は

せ
ず
、
財
政
的
・
人
的

支
援
等
の
包
括
的
な
支

援
を
行
な
う
こ
と
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
今
後
に
お
い
て
も

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
が
着
実
に
開
業

し
、
予
定
ど
お
り
の
運

営
が
で
き
る
よ
う
県
に

対
し
支
援
を
求
め
て
い

き
た
い
。
な
お
、
病
院

の
立
上
げ
費
用
の
殆
ど

は
、
県
が
負
担
す
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
開
院
後
の
経
営

の
中
で
の
費
用
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。

問
　
経
済
的
な
理
由

か
ら
民
間
学
習
塾
に
通

う
こ
と
が
で
き
な
い
、

放
課
後
の
小
中
学
生
に

対
し
、
公
教
育
か
ら
独

立
し
た
形
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
補
習
塾
を

開
設
し
よ
う
と
す
る
市

民
の
方
々
が
お
ら
れ
る

と
聞
く
。
こ
の
活
動
に

は
、
そ
れ
な
り
の
資
金

も
必
要
と
思
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
方
々

が
で
き
る
だ
け
小
さ
な

経
済
負
担
で
活
動
で
き

る
よ
う
、
塾
の
開
設
場

所
や
印
刷
機
器
、
小
中

学
生
へ
の
周
知
等
を
市

が
支
援
す
べ
き
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

答

市
で
は
、
市
民
活

動
支
援
制
度
を
実
施
し

て
お
り
、
市
民
団
体
の

活
動
の
中
で
、
そ
の
活

動
が
公
益
的
な
も
の
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
活

動
場
所
の
提
供
や
物
品

の
貸
し
出
し
等
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
公
民
館
な
ど

の
施
設
の
使
用
料
の
減

免
や
資
料
作
成
時
等
の

印
刷
機
の
利
用
と
な

る
。ご

質
問
の
よ
う
な
場

合
の
活
動
は
、
広
く
市

民
に
還
元
さ
れ
る
公
益

的
な
活
動
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
５
人
以
上

の
団
体
で
、
継
続
的
な

活
動
等
の
該
当
要
件
を

満
た
せ
ば
、
制
度
の
活

用
が
可
能
と
考
え
る
。

問
　
市
有
財
産
の
利

活
用
に
関
し
て
、
松
之

郷
に
あ
る
国
営
両
総
農

業
水
利
事
務
所
が
、
平

成
25
年
度
末
を
も
っ
て

業
務
を
終
了
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
事
務

所
の
建
物
を
市
が
取
得

し
、
利
活
用
で
き
な
い

か
。
な
お
、
そ
の
敷
地

は
両
総
農
業
水
利
事
務

所
の
所
有
で
あ
る
が
、

一
方
で
両
総
土
地
改
良

区
の
事
務
所
に
つ
い
て

は
、
そ
の
敷
地
が
市
の

所
有
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
相
互
に
土
地
の
交

換
も
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
が

如
何
か
。

答

両
総
農
業

水
利
事
務
所
か

ら
は
、
今
年
の

５
月
に
譲
渡
の

話
が
あ
り
、
担

当
課
に
て
現
地

確
認
を
し
て
い

る
が
、
建
物
は

平
成
７
年
か
ら

13
年
の
建
築
で
、
主
に

木
造
２
階
建
て
、
述
べ

床
面
積
７
百
94

で
あ

り
、
十
分
利
用
可
能
と

判
断
し
て
い
る
。

現
在
は
、
そ
の
利
活

用
に
つ
い
て
庁
内
で
要

望
が
あ
る
か
の
照
会
を

し
て
い
る
が
、
相
互
の

土
地
所
有
の
兼
ね
合
い

に
つ
い
て
も
検
討
中
で

あ
り
、
今
後
、
有
効
な

方
法
や
手
段
が
あ
れ

ば
、
取
得
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

が
約
千
百
灯
、
区
が
管

理
し
て
い
る
防
犯
灯
が

約
５
千
灯
で
あ
る
。
ま

た
市
管
理
分
の
電
気
料

金
及
び
修
繕
料
は
、
そ

れ
ぞ
れ
約
３
百
10
万

円
、
約
82
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
ご
指
摘
の
通

り
、
電
気
料
金
や
修
繕

料
の
大
幅
な
削
減
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

区
管
理
分
も
含
め
、
防

犯
灯
全
灯
の
リ
ー
ス
に

よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
平
成

25
年
導
入
に
向
け
現
在

検
討
し
て
い
る
。
ま
た

市
庁
舎
の
う
ち
第
二
庁

舎
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に

よ
る
節
電
効
果
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
今
後

切
り
替
え
を
行
な
う
予

定
で
あ
る
。

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

開
院
ま
で
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
採
用
人
数

と
人
件
費
は

地域医療

医
療
セ
ン
タ
ー
建
設

の
今
後
の
不
足
額
は

地域医療

病
院
設
立
団
体
へ
の

県
の
加
盟
を

地域医療

節
電
効
果
の
高
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
公
共
施
設
へ

の
導
入
を

行・財政

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
補
習
塾
開
設
者
へ

の
支
援
を

行・財政

市
有
財
産
の
有
効
な

利
活
用
を

行・財政

問
　
逼
迫
す
る
電
気

事
情
を
背
景
に
、
省
エ

ネ
対
策
と
し
て
公
共
施

設
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

導
入
は
、
現
在
積
極
的

に
検
討
す
べ
き
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
電
気
料

金
の
値
下
げ
に
よ
る
財

政
負
担
の
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
市
内
の
防
犯
灯

の
設
置
件
数
、
年
間
の

電
気
料
金
と
修
繕
料
を

伺
う
。
ま
た
今
後
の
公

共
施
設
等
へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

導
入
に
向
け
た
計
画
を

伺
う
。

答

防
犯
灯
の
設
置
件

数
に
つ
い
て
は
、
市
が

管
理
し
て
い
る
防
犯
灯

東金みらい
清 宮 利 男

東金みらい
渡 邉 直 樹

社会民主党
水 口 　 剛

清風会
宍 倉 敬 文

公明党
佐 竹　真知子

東金みらい
塚 瀬 一 夫今後の利活用が検討される

国営両総農業水利事務所

東千葉メディカルセンター（イメージ図）
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問
　
障
害
者
虐
待
防

止
法
が
制
定
さ
れ
、
障

害
者
へ
の
対
応
も
様
々

変
わ
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
こ
の
10
月
の
法
施

行
に
伴
い
、
市
が
行
な

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
は
何
か
。
ま
た
そ

の
義
務
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
体
制
作
り
や
周

知
活
動
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答

法
律
で
は
、
市
が

設
置
す
る
施
設
と
し
て

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
機
能
を

果
た
す
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
虐
待
情
報

の
通
報
体
制
や
通
報
内

容
に
対
す
る
事
実
確

認
、
ま
た
虐
待
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
被
虐
待

問
　
県
立
東
金
病
院

か
ら
茂
原
方
面
に
向
か

う
国
道
１
２
８
号
線
の

バ
イ
パ
ス
道
路
と
し

て
、
東
金
・
九
十
九
里

有
料
道
路
の
押
堀
Ｉ
・

Ｃ
か
ら
福
俵
方
面
に
向

か
う
道
路
の
新
設
計
画

が
あ
る
が
、
進
捗
状
況

と
協
議
経
過
を
伺
う
。

答

県
立
東
金
病
院
前

の
交
差
点
付
近
の
渋
滞

は
、
非
常
に
慢
性
化
し

て
お
り
、
そ
の
解
消
が

必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
市
の
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
は
、
大
網

白
里
町
と
の
行
政
境
の

付
近
か
ら
国
道
１
２
８

号
線
の
位
置
づ
け
で
整

備
済
み
の
押
堀
Ｉ
・
Ｃ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
ま
で

問
　
重
点
施
策
の
中

に
緑
花
木
セ
ン
タ
ー
に

関
わ
る
産
業
交
流
拠
点

施
設
の
整
備
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
施
設

の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
10
年
以
上
前
か
ら

一
貫
し
て
提
言
し
て
き

た
が
、
進
捗
が
な
く
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
今

回
、
補
正
予
算
に
て
地

質
調
査
や
用
地
測
量
等

の
委
託
料
が
計
上
さ
れ

た
が
、
市
は
、
こ
の
施

設
に
何
を
求
め
、
ど
の

よ
う
な
手
法
で
産
業
振

興
に
繋
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

答

施
設
に
求
め
る
こ

と
の
方
向
性
と
し
て

は
、
当
市
の
特
徴
を
活

問
　
病
後
児
保
育
事

業
に
つ
い
て
は
、
数
年

間
の
準
備
期
間
を
経

て
、
こ
の
12
月
か
ら
開

設
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、

事
業
内
容
を
伺
う
。
ま

た
現
在
、
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
子
育
て
支
援

事
業
の
実
施
状
況
は
。

答

病
後
児
保
育
に
つ

い
て
は
、
「
り
ゅ
う
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
に
、
実
施

施
設
と
し
て
取
り
組
ん

で
頂
く
が
、
対
象
は
市

内
に
住
所
の
あ
る
生
後

７
ヶ
月
の
乳
幼
児
か
ら

小
学
校
３
年
生
以
下
の

児
童
で
あ
る
。
受
入
れ

定
員
は
４
名
で
、
利
用

時
間
は
、
日
曜
と
木
曜

以
外
の
平
日
８
時
〜
18

時
、
土
曜
日
８
時
〜
17

時
ま
で
で
、
利
用
者
負

担
金
を
１
人
１
日
２
千

５
百
円
と
し
て
い
る
。

他
の
子
育
て
支
援
事
業

と
し
て
は
、
家
庭
で
保

育
す
る
方
へ
の
支
援
と

な
る
園
庭
開
放
の
実
施

や
学
童
保
育
に
つ
い
て

も
現
在
13
ヶ
所
ま
で
拡

大
し
、
児
童
の
受
入
れ

を
行
な
っ
て
い
る
。
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
は
、
昨
年

度
で
６
年
目
を
迎
え
る

が
依
頼
会
員
・
提
供
会

員
等
含
め
１
８
９
名
の

会
員
が
登
録
し
、
保
育

所
等
へ
の
送
迎
等
で
年

間
６
百
件
の
活
動
が
行

な
わ
れ
定
着
し
て
き
て

い
る
。

ズ
調
査
・
実
態
調
査
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
高

齢
者
本
人
や
家
族
共
に

在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
や
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
望
ん
で
い
る
。
こ

の
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
既
定
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
留
ま
ら
ず
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
構
築
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
は
、
生
活
支

援
や
医
療
系
、
福
祉
系

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
地
域
に
お
け
る

総
合
的
な
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
必
要
で
あ
り
、
今

後
そ
の
構
築
に
向
け
支

援
体
制
づ
く
り
に
務
め

た
い
。

問
　
教
育
委
員
会
で

は
、
小
中
学
生
の
保
護

者
を
対
象
に
「
子
ど
も

の
心
を
大
切
に
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

た
が
、
回
答
の
中
の
自

由
記
述
欄
に
登
校
拒
否

や
不
登
校
に
な
っ
て
い

る
方
々
か
ら
の
意
見
等

が
あ
れ
ば
報
告
願
う
。

答

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

い
じ
め
に
関
す
る
事
項

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た

が
、
各
学
校
が
校
長
を

中
心
に
適
切
に
対
応
し

た
結
果
、
既
に
99
％
が

対
応
済
み
で
あ
る
。
自

由
記
述
欄
に
は
、
24
％

の
保
護
者
が
記
入
し
て

い
た
が
、
大
半
は
学
校

生
活
や
友
達
に
関
す
る

満
足
度
に
つ
い
て
の
内

容
で
あ
っ
た
が
、
悩
み

事
に
つ
い
て
の
記
述
も

あ
っ
た
。
小
中
学
校
共

に
一
番
多
い
悩
み
は
、

学
習
に
関
す
る
保
護
者

の
悩
み
で
あ
っ
た
が
、

友
人
関
係
に
関
す
る
悩

み
や
、
ご
く
少
数
だ
が
、

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

対
応
に
悩
ん
で
い
る
保

護
者
も
い
た
。
こ
れ
ら

の
記
述
内
容
に
対
し
て

は
、
各
学
校
長
が
十
分

把
握
し
て
、
個
々
に
具

体
的
な
対
応
を
し
て
い

る
が
、
複
雑
な
家
庭
環

境
に
よ
る
も
の
な
ど
問

題
解
決
に
至
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
若
干
見
ら

れ
る
。

者
の
一
時
保
護
等
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
平
日
日
中
に

加
え
、
休
日
・
夜
間
で

も
通
報
受
付
体
制
を
構

築
し
、
通
報
内
容
の
事

実
確
認
で
は
警
察
の
立

会
い
要
請
、
一
時
保
護

に
つ
い
て
も
市
内
外
の

入
所
系
施
設
へ
の
協
力

要
請
を
行
い
、
万
が
一

に
備
え
て
い
る
。
ま
た

総
合
的
な
体
制
と
し

て
、
関
係
機
関
と
連
携

し
た
組
織
作
り
も
検
討

し
て
い
く
が
、
民
間
企

業
へ
の
周
知
と
し
て

は
、
東
金
商
工
会
議
所

加
盟
会
員
へ
法
施
行
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
て

い
る
。

か
し
、
農
商
工
と
観
光

が
連
携
す
る
中
で
「
市

の
産
物
を
消
費
者
に
広

く
発
信
す
る
場
」
「
交

流
に
よ
り
消
費
者
が
求

め
る
も
の
を
探
り
、
新

た
な
商
品
開
発
や
生
産

に
つ
な
げ
る
場
」
「
市

場
競
争
に
負
け
な
い
経

営
づ
く
り
の
き
っ
か
け

を
つ
く
る
場
」
等
を
考

え
て
い
る
。
更
に
は
、

こ
れ
か
ら
発
生
す
る
産

地
や
利
用
者
の
育
成
や

遊
休
農
地
の
活
用
、
そ

し
て
第
六
次
産
業
化
へ

つ
な
が
る
よ
う
な
各
要

素
を
持
ち
備
え
る
こ
と

で
、
市
の
産
業
振
興
に

貢
献
さ
せ
よ
う
と
考
え

て
い
る
。

を
バ
イ
パ
ス
と
し
て
位

置
づ
け
、
県
に
事
業
化

を
要
望
し
て
き
た
経
緯

が
あ
る
。
今
年
度
に
入

り
、
地
元
福
俵
区
の
バ

イ
パ
ス
延
伸
を
促
進
す

る
会
か
ら
千

葉
県
知
事
及

び
山
武
土
木

事
務
所
長
あ

て
に
早
期
事

業
化
を
求
め

る
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

県
で
は
、
周

辺
道
路
の
状

況
を
見
な
が

ら
、
今
後
必

要
に
よ
り
計

画
の
具
体
化
を
検
討
し

て
い
く
方
針
と
の
こ
と

で
あ
り
、
市
と
し
て
も

地
元
の
要
望
を
踏
ま
え

今
後
も
県
に
要
望
し
て

い
く
。

高
齢
者
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
施
策
の
実
現
を

健康・福祉

障
害
者
虐
待
防
止
に

向
け
万
全
な
体
制
作

り
を

健康・福祉

病
後
児
保
育
事
業
の

充
実
と
周
知
徹
底
を

子育て

新
た
な
緑
花
木
セ
ン

タ
ー
に
求
め
る
役
割

は
産業振興

国
道
１
２
８
号
バ
イ

パ
ス
の
整
備
促
進
を

建　　設

問
　
社
会
の
高
齢
化

に
伴
い
、
本
市
で
も
高

齢
者
数
の
増
加
、
高
齢

化
率
の
上
昇
が
見
込
ま

れ
る
が
、
高
齢
者
施
策

と
し
て
高
齢
者
が
求
め

て
い
る
も
の
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
単
に
国
が
定

め
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
だ
け
で
は
、

高
齢
者
が
望
ん
で
い
る

域
に
は
及
ば
な
い
と
思

う
が
今
後
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
ど
う
応
え
、
ど
の

よ
う
な
施
策
を
実
現
し

て
い
く
の
か
。

答

高
齢
者
福
祉
計
画

や
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
の
際
に
、
ニ
ー

い
じ
め
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
収
集
後
の

対
応
は

教　　育

東金市民フォーラム
斉 藤 範 吉

志政会
前 嶋 里 奈

蒼政会
宮 山 　 博

蒼政会
早 野 　 誠

清風会
石 田 　 明

志政会
伊 藤 博 幸

県へ整備要望されている128号の
バイパス計画（押堀Ｉ・Ｃ付近）

病後児保育施設が設置された
「りゅうクリニック（田間）」
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き
だ
と
思
う
が
、
市
教

育
委
員
会
の
見
解
を
伺

う
。

答

市
の
平
成
23
年
度

末
の
い
じ
め
発
生
件
数

は
、
小
学
校
で
32
件
、

中
学
校
で
22
件
で
あ
っ

た
が
、
平
成
24
年
９
月

の
調
査
で
は
、
小
学
校

60
件
、
中
学
校
46
件
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
小

学
校
43
件
、
中
学
校
35

件
は
調
査
時
点
で
解
消

さ
れ
て
お
り
、
又
現
時

点
で
は
全
て
が
解
消
の

方
向
に
あ
る
と
の
報
告

問
　
通
学
路
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
、

静
岡
県
浜
松
市
で
は
、

通
学
路
の
点
検
作
業

に
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。
教
育
委
員
会

が
、
学
校
と
地
域
と
行

政
の
各
担
当
課
を
つ
な

ぐ
窓
口
と
な
る
こ
と

で
、
要
望
か
ら
改
善
ま

で
の
流
れ
を
一
本
化

し
、
安
全
対
策
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
れ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
の
浜
松
方
式
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

答

当
市
に
お
い
て

は
、
７
月
に
通
学
路
の

緊
急
合
同
点
検
を
実
施

し
た
が
、
こ
れ
は
東
金

警
察
署
、
千
葉
国
道
事

務
所
、
千
葉
県
山
武
土

木
事
務
所
、
東
金
交
通

安
全
協
会
の
関
係
機
関

と
市
の
総
務
課
・
建
設

課
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
め

た
各
学
校
等
と
の
連
携

に
よ
り
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
合
同
点

検
の
事
業
の
流
れ
は
、

ご
指
摘
の
浜
松
市
で
の

事
業
内
容
と
非
常
に
類

似
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
今
回
の
合
同

点
検
の
手
法
を
今
後
に

活
か
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
迅
速
か

つ
有
効
的
な
安
全
対
策

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
文
部
科
学
省
が

公
表
し
た
調
査
に
よ
る

と
、
千
葉
県
が
把
握
し

た
い
じ
め
の
件
数
は
、

１
万
５
千
７
百
93
件
と

全
国
で
２
番
目
の
多
さ

で
あ
る
。
い
じ
め
か
ら

子
供
達
の
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
る
た
め

に
、
い
じ
め
が
あ
る
と

い
う
情
報
を
共
有
し
、

保
護
者
と
教
師
、
学
校

が
協
力
し
合
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
そ
れ

に
は
、
ま
ず
い
じ
め
の

把
握
件
数
を
公
表
す
べ

い
じ
め
情
報
の
速
や

か
な
公
表
を

教　育

日本共産党
前 田 京 子

窓
口
一
本
化
に
よ
る

通
学
路
安
全
対
策
を

教育施設

公明党
中 丸 悦 子

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を
受
け
て
い
る
。
な
お
、

命
や
身
体
の
安
全
が
脅

か
さ
れ
る
よ
う
な
重
大

な
事
態
は
把
握
さ
れ

ず
、
既
に
解
決
済
み
で

あ
っ
た
た
め
、
今
回
は

あ
え
て
調
査
結
果
の
公

表
は
し
な
か
っ
た
が
、

今
後
個
人
情
報
に
触
れ

な
い
範
囲
で
求
め
に
応

じ
て
公
表
し
て
い
き
た

い
。
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委
員
長

大
　
野
　
政
　
廣

副
委
員
長

宍
　
倉
　
敬
　
文

委
　
　
員

前
　
嶋
　
里
　
奈

清
　
宮
　
利
　
男
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範
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平
成
24
年
度

議
会
報
編
集
委
員
会

◇第6号議案　平成23年度東金市一般会計決算の認定について
決算カードにおいて、一部事務組合の負担金が、平成22年度と比
較すると山武郡市広域行政組合を除き、他の組合は全て減額とな
っているが、その要因と当市の考え方は。また行政組合負担金が
増額となった要因は。

答 九十九里地域水道企業団の負担金は、水資源公団への負担金の繰
上償還等を行なったことにより約1,580万円が減額となった。また
山武郡市広域水道企業団負担金は、給水原価が下がったこと等に
より、約1,361万円が減額となった。東金市外三市町清掃組合負担
金は、建設に係る公債費の減少により約4,585万円が減額となった。
なお、山武郡市広域行政組合負担金は、3,137万円が増額となった
が、これは、消防本部と中央消防署合同庁舎の新築整備に伴い建
設本体工事が実施されたことに関連して負担金が増額となった。
防災対策事業において、先の東日本大震災を踏まえ、防災力の向
上に向けて、見直した点や新たに取り組んだ事業は。

答 平成23年度の取り組みとしては、まず庁内に防災対策会議を設置
し、年間で10回の会議を開催した。この中で防災対応マニュアル
や職員の初動マニュアル等の各種マニュアルを作成した。また補
正予算では、防災無線に替わる業務用無線機の購入や防災倉庫2基
の設置等を行なった。更には携帯電話会社の緊急エリアメールを
活用し、災害時に携帯メールを通じて、市の情報を発信できる体
制作りにも取り組んでいる。
学校給食費について、小学校と中学校の給食費で、保護者が支払
う年間金額は。また給食費の未納額と未納率、併せて未納対策と
して導入した給食費申込制度の効果は。

答 給食費については、小学校では、一人あたり月額 4,430 円、年額
48,730円、中学校では、月額5,200円、年額57,200円になる。給食
費の全体額は、２億4,376万 3,929円となるが、その内、未納額は
298万 1,316円で、未納率は1.22％であった。なお、制度導入の前
年度の未納率は1.59 ％であった。申込制度の効果については、保
護者の意識改革の面で大きな効果があったと感じている。

◇第7号議案　平成23年度東金市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
保険給付費の平成20年度からの延びは。

答 平成20年度が、38億 1,000万円、平成21年度は、前年度対比３億
8,700万円、10.2％増の41億 9,800万円、平成22年度は、前年度対
比２億1,800万円、5.2％増の44億 1,700万円、平成23年度は、前
年度対比１億9,300万円、4.4％増の46億 1,000万円である。

◇第８号議案、平成23年度東金市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
被保険者の人数と滞納者の人数・滞納額、また不納欠損の人数は。

答 被保険者数は、年度末で6,155人である。また滞納者の人数と滞納
額は、現年度分が、124人、295万 4,600円、滞納繰越分が、208人、
435万 1,200円である。なお不納欠損の人数は、151人である。

◇第11号議案　平成23年度東金市下水道事業特別会計決算の認定について
平成23年度末において、80億円近い多額の起債残高があるが、今
後の償還計画は。

答 残高及び償還のピークは過ぎており、近年は年間８億円から９億円
の償還を行っている。また、改築更新工事で１億円から２億円程度
借入をしているが、償還は年間６億円程度に減少している。今後も
計画的に事業を行い、早期に残高が減少するよう努めたい。

◇第12号議案　平成23年度東金市農業集落排水事業特別会計決算の認定について
農業集落排水事業を供用開始している各４地区の接続件数と接続
率、また平成22年度からの増加件数は。

答 平成24年３月31日現在において、上谷地区が接続件数、２件増の
216件、接続率84.4％、嶺南正気西部地区が接続件数、増減なしの
258件、接続率 74.1 ％、松之郷地区が接続件数、４件増の 216件、
接続率 70.8 ％、福岡地区が接続件数、23 件増の 358 件、接続率
53.3％である。

◇第13号議案　平成23年度東金市病院事業特別会計決算の認定について
貸付金について、平成22年度は、土地が９億550万円、平成23年
度は、実施設計が１億250万円、現在高10億 800万円であるが、平
成24年度、25年度の見込額はどうか。

答 平成24年度は建設工事、管理業務分として13億 2,130万円であり、
平成 25年度の見込みは、建設工事、管理業務、医療機器分として
52億 3,620万円である。

◇第15号議案　平成23年度東金市ガス事業会計決算の認定について
供給戸数が、年々減少しているが、今後の対応策についてどのよう
に考えているか。

答 新規需要家の本支管工事費用を軽減するため、本市負担金を増額す
ることにより、都市ガスを利用しやすい環境作りを整え、需要家の
増に繋げて行きたい。

決算審査に先立ち、公共下水道浄化センターの場内を現地視察
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